
 

 

 

令和 8年（2026年）7月 13日 

市電ミュージアム展示をリニューアル 熊本地震から 10年、復旧の記録を発信 

 
熊本市電 101 号車（レトロ電車）は、「走る市電ミュージアム」として、これまで市電の歴史

や市民参加型の展示を実施してきました。 
 このたび、熊本地震から 10 年経過したことを機に、被災した市電の記録と復旧の歩みを後世
に伝えるため、市電ミュージアムを活用したパネル展示を実施します。 
 熊本市電は、熊本地震で一時全線運休となりましたが、本震から３日後には運行を再開し、市
民の重要な移動手段の早期回復に寄与しました。 
 本展示は、実際に運行する車両内で実施する「走るパネル展」として、市内を巡りながら広く
発信するものです。 

 
※市電ミュージアムとは…市電の積極的な PRや開業 100周年への周知を図る目的で、令和 3年 7月から 

101号車（レトロ電車）内にて、市電の歴史等を紹介するパネル展示を行っているもの。 
 

 

 
１ 運行日時   
令和８年（２０２６年）７月１６日（木）～  ※終了時期未定 

 
２ 対象車両 
 １０１号車（レトロ電車） 
 
３ 実施内容 

     

平成 28年熊本地震１０年関連事業 「支えられた日々を、支え合う力に。」 
 テーマ  「熊本地震から１０年 ―市電が繋いだ復旧の記録―」 
 
 展示内容  車内の窓上スペースにおいて、地震による被災状況（レール破断や軌道沈下等） 

や復旧作業の様子、他事業者との連携などを写真パネル（解説付き）で展示します。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【お問い合わせ先】 

熊本市交通局総務課 

電話：０９６－３６１－５２１１ 

課長：北添（きたぞえ） 

担当：井上 
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